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別表　保安林その他法令により施業について制限を受けている森林の施業方法

水源かん養保安林 （市町別内訳のとおり） 7,676

土砂流出防備保安林 4,689

土砂崩壊防備保安林 27

飛砂防備保安林 37

防風保安林 207

水害防備保安林 －

潮害防備保安林 1

干害防備保安林 21

防雪保安林 －

防霧保安林 －

なだれ防止保安林 －

落石防止保安林 －

防火保安林 －

魚つき保安林 79

航行目標保安林 3

保健保安林 3,012

風致保安林 70

国定公園第一種特別地域 199

国定公園第二種特別地域 944

国定公園第三種特別地域 1,298

県立自然公園第一種特別地域 －

県立自然公園第二種特別地域 444

県立自然公園第三種特別地域 976

都市計画法による風致地区 －

自然環境保全地域 87

鳥獣保護法による特別保護地区 69

文化財保護法による史跡名勝・天然記念物に係る指定地等 1,046

（単位　面積：ha）

種 類
森 林 の 所 在

面 積
市町 区域（林班）
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備 考

市町別内訳の各制限林の種類ごとに記述し
ているとおり。

市町別内訳の各制限林の種類ごとに記述してい
るとおり。

施 業 の 方 法

伐 採 方 法 その他
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(市町別内訳)

87-88,110,121,125-127,202-204,223-228,230,275-276,283
514

1-3,5-18,24,26,30-31,48,73-74,76-80,82-85,90-96
1,132

28-32,40,42,43-45,47-49,51
205

33,36-38,47,49,78,81,125,127-128,146-147,149-150,162,176-177,220-221,304
249

3,5,7,28
34

1-4,6-9,11-15,18-20
368

7-8,12,25-28,111
119

1,3-9,18,20-23,43,45-53,80-81,84-86,88-92,98-115,210,211,230-232,245,
252-254,263-270,276-278,348-350,354,358,360,365-366,381 2,182

筑紫郡 那　珂　川　町
64,67,69-70,72,74,122,131,133-146

698

宇　　美　　町
2-8,13,16-18,20-21

329

篠　　栗　　町
10-16,20-25,32-33,37,39-41,44,50

560

須　　恵　　町
9-14,21,23-27

228

久　　山　　町
6-7,21-24,27,29-33,35-44,49-65

1,058

7,676

2-3,5,7,11,13,15,17,21,27-28,31-34,38-40,42,49,51,53,61-65,67-69,
71-73,76-77,79-80,86,95,97-98,100,102-103,107-108,111,115-118,126,
129,134,136,155,168-170,173-185,187-189,191-195,197-201,204-205,
207,210-211,214,216-222,228,230,231,232,234,236-239,242,244-245,247,
249-253,255,257-260,264-266,270,274,277,279,281-282,284-287,289,
291-296,298

1,027

3-4,6,13,15,17,19,24,49,53-54,57,61,64,71,73-76,78-79,81-82,84-86,
88,90-96

197

1,4,6,10-15,17,23-24,26-30,33,35,38-45,48-50 260
15-16,21,32-34,60,65,80-81,102,109,120,123,126-127,139,145-147,149,
152,154,156,165,175,202,204,209-213,216-217,221-222,226-227,233,
235-236,242,251-253,255,258-259,261,302-304,308,311

161

1,5-11,15-24,28-29,32,34,36-37 283

1-3,6-7,11,13,16-17 13

7-8,19-22,25-28,35,102,104,106-109,111,115
44

1-4,7-20,22-23,32-36,38-44,49,
51-55,63-64,71-74,78-81,84-85,87-88,
90,94-96,99,101-102,112-115,201,206-207,209-213,219,222-223,225-230,
234-239,243-254,258-264,266,269-270,272--290,301-302,304-306,312-313,
317,320-321,324-325,329,331-333,335,338-340,342,346-350,353-354,
356-357,359-363,365-366,370-371,383,385

1,418

筑紫郡 那　珂　川　町
11,13,14,16-17,32,33,38-40,50,52-54,56,78,82-83,106-108,110-115,
117-125,127,133

376

宇　　美　　町
1-2,5-14,16-17,21-29 403

篠　　栗　　町
3-5,7,9-10,15,17-21,23-26,32-37,42-53,55,57 282

須　　恵　　町
2,6,7,9-15,17-19,21-24,28 180

新　　宮　　町
9-10,26 6

久　　山　　町
8-9,16,18-21,23,33,36,43-44,62,67 26

粕　　屋　　町
1-2 12

4,689

（単位　面積：ha）

森林の所在

糸　　島　　市

糸　　島　　市

種  類 面　積
市  町 区域（林班）

古　　賀　　市

福　　津　　市

水 源 か ん 養
保 安 林

福　　岡　　市

糟屋郡

計

土 砂 流 出 防 備
保 安 林

福　　岡　　市

筑　紫　野　市

大　野　城　市

宗　　像　　市

太　宰　府　市

古　　賀　　市

福　　津　　市

筑　紫　野　市

大　野　城　市

宗　　像　　市

太　宰　府　市

糟屋郡

計
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方 法 制 限

備考

植栽以外の方法により適確な更新が期待
できる場合には、植栽は定めない。

その他

施業方法

１　原則として、主伐にかかる伐採種を定めな
い。

２　主伐として伐採することができる立木は、市
町村森林整備計画に定める標準伐期齢以上のもの
とする。

３　間伐に係る伐採をすることが出来る箇所は原
則として、樹冠疎密度が10分の8以上の箇所とす
る。

伐 採 方 法

１　原則として、主伐にかかる伐採種は択伐とす
る。

２　主伐として伐採することができる立木は、市
町村森林整備計画に定める標準伐期齢以上のもの
とする。

３　間伐に係る伐採をすることが出来る箇所は原
則として、樹冠疎密度が10分の8以上の箇所とす
る。

伐採年度ごとに択伐により伐採することができる立木の材
積は、原則として、当該伐採年度の初日における当該森林
の立木の材積に択伐率（当該伐採年度の初日における当該
森林の立木の材積から前回の択伐を終えたときの当該森林
の立木の材積を減じて得た材積を当該伐採年度の初日にお
ける当該森林の立木の材積を除して算出された率。ただ
し、その算出された率が10分の3を超えるときは10分の3と
する。）を乗じて得た材積を超えないものとする。

１　伐採年度ごとに皆伐による伐採をすることができる面
積の限度は、森林法施行令第4の2第3項の規定により公表さ
れる面積とする。なお、一箇所当りの面積の限度は箇所別
に別途定める。

２　植栽を定める森林における、伐採年度ごとに択伐によ
り伐採することができる立木の材積は、原則として、当該
伐採年度の初日における当該森林の立木の材積に択伐率
（当該伐採年度の初日における当該森林の立木の材積から
前回の択伐を終えたときの当該森林の立木の材積を減じて
得た材積を当該伐採年度の初日における当該森林の立木の
材積を除して算出された率。ただし、その算出された率が
10分の4を超えるときは10分の4とする。）を乗じて得た材
積を超えないものとする。

３　伐採年度ごとに間伐により伐採することができる立木
の材積は、原則として、当該伐採年度の初日におおけるそ
の森林の立木の材積の10分の3.5を超えず、かつ、その伐採
によりその森林に係る樹冠疎密度が10分の8を下ったとして
も当該伐採年度の翌伐採年度の初日から起算しておおむね5
年後においてその森林の樹冠疎密度が10分の8以上に回復す
ることが確実であると認められる範囲の材積を超えないも
のとする。
（１）植栽樹種は当該保安林の指定施業要件のうち、地
形・気象・土壌等の状況を勘案して定める。
（２）更新期間は努めて縮小する。
（３）確実な成林を図るため補植・改植を行う。
（４）下刈・除伐・間伐等の保育は適期に実施し、森林の
育成を促す。
（５）火入れによる地拵えは原則として行わない。

４　天然更新を行う森林については、確実な成林を図るた
め、地表かき起こし・下刈・萌芽、株の整理・幼樹の刈り
出し及び不良幼樹の刈り払い除去・除伐・つる切り等を行
う。

１　植栽の定めのある森林においては、
（１）満１年以上の苗を、おおむね、１
ヘクタール当たり伐採跡地につき適確な
更新を図るため必要なものとして農林水
産省令で定める植栽本数以上の割合で均
等に分布するように植栽するものとす
る。

（２）伐採が終了した日を含む伐採年度
の翌伐採年度の初日から起算して2年以内
に植栽するものとする。

（３）スギ、ヒノキ、マツ、クヌギ、そ
の他当該地域で一般に造林が行われ、か
つ、当該森林において適確な更新が可能
である高木性の広葉樹を植栽するものと
する。

２　植栽以外の方法により適確な更新が
期待できる場合には、植栽は定めない。

伐採方法は別途箇所別に定
める。ただし、主伐にかか
る伐採種が択伐であって、
植栽が定められていない森
林においては土砂流出防備
保安林と同様の施業の方法
とする。

伐採方法は別途箇所別に定
める。ただし、主伐にかか
る伐採種を定めない箇所で
あって、植栽を定める森林
及び主伐にかかる伐採種が
択伐であって、植栽を定め
る森林においては水源かん
養保安林と同様の施業の方
法とする。
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(市町別内訳)

14,35,61,64,157,176,262 2

78,93 2

75,216,236,237,301,302,306 3

18,23,33 2

1,3,6 2

35,108 2

43,55,316 1

筑紫郡 那　珂　川　町 59,101,114,133 4

宇　　美　　町 10 0

篠　　栗　　町 19,25,34-36 6

新　　宮　　町 26 0

久　　山　　町 9,20 2

27

7,10,47 9

205,271 24

248,303 4

37

1,4,7,16,42,45-47,52,83,85,161-162,165-169,173-174
95

205-206,208,272-273,275 28

32-33 33

1,101,103,111,114-115 25

201,248,252,255,257,271-272,283,303,310,374,376,378,380-383,386-387,
389

19

糟屋郡 新　　宮　　町 24-27 7

207

16 1

1

48 21

21

42,44-45,84 4

201-204 38

112,114 17

257,271,384,386 20

79

66 3

3

39,47,71,85,100,107,124,126,127,168-169,173-174,180,200,204,237,250,252,
276,283

277

9,73,92-93,95-96 153

12-15,27-32,48,50 273

78,213 42

5,7,15-16,18-22,34,36 130

112 0

3-4,80,91,98,102,105,111,219,230-232,235-239,252-254,260,263-270,272-
274,279,284,287,289-290,305-306,383-385

1,231

筑紫郡 那　珂　川　町 131 17

宇　　美　　町 4,23-26 240

篠　　栗　　町 9,12,15-18,20-21,24-25,39-41,43,46 486

須　　恵　　町 9-14,24,27 163

3,012

304,311 68

248,252,257 2

70

（単位　面積：ha）

糸　　島　　市

糸　　島　　市

糸　　島　　市

太　宰　府　市

古　　賀　　市

筑　紫　野　市

糸　　島　　市

糸　　島　　市

計

土 砂 崩 壊 防 備
保 安 林

福　　岡　　市

宗　　像　　市

計

宗　　像　　市

福　　津　　市

糟屋郡

飛 砂 防 備
保 安 林

福　　岡　　市

防 風
保 安 林

福　　岡　　市

宗　　像　　市

古　　賀　　市

福　　津　　市

計

計

計

潮 害 防 備
保 安 林

福　　岡　　市

計

計

干 害 防 備
保 安 林

筑　紫　野　市

航 行 目 標
保 安 林

福　　岡　　市

宗　　像　　市

福　　津　　市

種  類

森林の所在

面　積
市  町 区域（林班）

計

風 致 保 安 林

宗　　像　　市

糸　　島　　市

魚 つ き
保 安 林

福　　岡　　市

保 健 保 安 林

福　　岡　　市

筑　紫　野　市

大　野　城　市

宗　　像　　市

太　宰　府　市

福　　津　　市

糟屋郡

計
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方 法 制 限
土砂流出防備保安林に同じ。土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。 土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

水源かん養安林に同じ。

土砂崩壊防備保安林に同じ。 飛砂防備保安林に同じ。

水源かん養保安林に同じ。
　

水源かん養保安林に同じ。
　

飛砂防備保安林に同じ。

水源かん養安林に同じ。

土砂崩壊防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

その他

水源かん養安林に同じ。

施業方法

備考伐 採 方 法

現存木の保護育成に努める。その他は、水源かん養保安林
に同じ。

土砂流出防備保安林に同じ。

原則として、禁伐とする。

　

土砂流出防備保安林に同じ。 土砂流出防備保安林に同じ。 飛砂防備保安林に同じ。
　

土砂流出防備保安林に同じ。
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(市町別内訳)

85,165,167
27

205,271,278
43

32-33
35

1,103,111,113-115
83

271,283,285,288,303,344-345,389
11

199
1-2,4-5,15,47,52-53,62-63,65-66,81-82,168,170,174,177

299

201-204,272-273

56

109-112

154

64,201-202,240-241,243-244,257-259,271,280,283,285,287-288,290,
304-306,356-362,366,379,383-385

412

糟屋郡 新　　宮　　町

26-27

24

944

2-4,7-10,16,42-46,53-54,56-62,64-65,74-75,87,89,152-153,158-159,165,
170-171,173-177

581

201-205,214,239-245,258-259,261,271,275,278
213

1,111,113-115
63

73-74,252,255,257,302-304,306-308,310,343-347,373,386,388-390
350

糟屋郡 新　　宮　　町
9-10,16-18,24

91

1,298

筑紫郡 那　珂　川　町 116,128-130 14

11-15 97

15-16,18 82

5-6,12,14,16-17,50,107,233-236,264-265,269-270,275-276
77

糟屋郡 宇　　美　　町 24-26 174

444
250-252,255,263,265-266,268-270,273-276 233

27,48-49 78

3-4,34-35,39-40,49-53,106-107 192

筑紫郡 那　珂　川　町 122,129-130,140 120

篠　　栗　　町 9-10,17-18,32,34-36,39-41,44,50,52 263

須　　恵　　町 10-14,24,26 91

976

310,311
72

糟屋郡 久　　山　　町
20

15

87

311 69

69

13-14,30-31,35,40,53-57,73,86 218
4,8 2
14,18,23,26-27,33,35,38-40 24
311 68
5-8,15-26,34,36 433
105,108 2
71,73,239,246,267,268 95

宇　　美　　町 17-18,21,23-26 169
久　　山　　町 46,48,49 36

1,046

（単位　面積：ha）

宗　　像　　市

古　　賀　　市

福　　岡　　市

国定公園第一種特別地域

糸　　島　　市

計

市  町

国定公園第二種特別地域

福　　岡　　市

面　積

国定公園第三種特別地域

福　　岡　　市

森　林　の　所　在

種  類

糸　　島　　市

宗　　像　　市

福　　津　　市

計

宗　　像　　市

福　　津　　市

計

福　　津　　市

計

区　域　（林　班）

糸　　島　　市

宗　　像　　市

計

宗　　像　　市
太　宰　府　市

県 立 自 然 公 園 第 二 種
特 別 地 域

大　野　城　市

太　宰　府　市

計

糸　　島　　市

文化財保護法による史跡名
勝・天然記念物に係る指定
地 等

筑　紫　野　市
春　　日　　市
大　野　城　市

計

糸　　島　　市
福　　津　　市

糟屋郡

鳥 獣 保 護 法 に よ る
特 別 保 護 地 区

計

県立自然公園第三種特別地
域

筑　紫　野　市

糟屋郡

福　　岡　　市

糸　　島　　市

県 自 然 環 境
保 全 地 域
特 別 地 区

宗　　像　　市
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１　伐採種は、禁伐とする。ただし、風致維持に
支障のない場合に限り単木択伐を行うことができ
る。
　
２　単木択伐による伐期齢は、標準伐期齢に１０
年以上を加えたものとする。

３　択伐率は、現在蓄積の１０％以内とする。

現存木の保護育成に努める。その他は、水源かん養保安林
に同じ。

伐 採 方 法

施　　業　　方　　法

そ　の　他

１　伐採種は、択伐とする。ただし、風致維持に
支障のない場合に限り皆伐を行うことができる。
　
２　伐期齢は、標準伐期齢以上とする。

３　択伐率及び伐採面積
（１）択伐率は、用材林においては現在蓄積の
３０％以下とし、薪炭林においては６０％以下と
する。
（２）皆伐による場合の１箇所当りの面積は努め
て小規模にとどめ、２ｈａ以内とする。また、伐
採箇所は可能な限り分散させるものとし、更新後
５年を経過しなければ連続して設定できないもの
とする。
（３）国定公園計画に基づく車道・歩道等の施設
の周辺の森林は原則として単木択伐とする。

１　人工造林を行う森林
（１）植栽樹種は、地形・気象・土壌等の状況を勘案して
決定し、地形を利用して広葉樹を主とする保護樹帯を設置
する。
（２）更新期間は努めて縮小する。
（３）確実な成林を図るため捕植・改植を行う。
（４）下刈・除伐・間伐等の保育は適期に実施し森林の育
成を促す。
（５）火入れによる地拵えは原則として行わない。
　
２　天然更新を行う森林については、確実な成林を図るた
め、地表かき起こし・下刈・萌芽、株の整理・幼樹の刈り
出し及び不良幼樹の刈り払い除去・除伐・つる切り等を行
う。

３　風致上重要な林地の形質を変更しない。

第三種特別地域内の森林は、全般的に風致の維持
を考慮して施業を実施し、特に施業の制限を受け
ないものとする。

伐採種を定めない。（状況により択伐又は禁伐） 現存木の保護育成に努める。その他は、水源かん養保安林
に同じ。

国定公園第二種に同じ。 国定公園第二種に同じ。

伐採種を定めない。（状況により択伐又は禁伐） 現存木の保護育成に努める。その他は、水源かん養保安林
に同じ。

猪野自然環境保全地域
大島自然環境保全地域
沖ノ島自然環境保全地域

備    考

伐採種は、禁伐とする。ただし、森林の群落構成
を変える等、自然環境に著しい変化を招く恐れの
少ない場合には、現在蓄積の１０％以内の単木択
抜を行うことができる。

国定公園第三種に同じ。 国定公園第三種に同じ。
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